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はじめに 

緊急事態宣言等が全国で解除され、2カ月あまりが経過した。新規感染者数が落ち着き、人

出が増加してきていることなど明るい話題も多い。一方で、新たな変異株「オミクロン株」の

出現は企業活動を行う上での懸念材料となっている。 

帝国データバンク名古屋支店は、新型コロナウイルス感染症に対する愛知県企業の見解に

ついて調査を実施した。本調査は、TDB景気動向調査 2021年 11月調査とともに行った。 

※調査期間は 2021 年 11月 16 日～30 日、調査対象は愛知県の 1429 社で、有効回答企業数

は 681 社（回答率 47.7％）、全国は 2 万 3679 社で、有効回答企業数は 1 万 1504 社（回答率

48.6％）なお、新型コロナウイルス感染症に関する調査は、2020 年 2 月から毎月実施し今回

で 22回目。 

 

 

 
 

調査結果（要旨） 
 

1.新型コロナウイルス感染症による自社の業績への影響で、『マイナスの影響がある』（「既にマ

イナスの影響がある」と「今後マイナスの影響がある」の合計）と見込む愛知県企業は 69.6％

（全国は 66.6％）。前回調査（72.0％）から 2.4 ポイント減となり、2 カ月連続で減少となっ

た。愛知県は 4カ月ぶりの 6割台とやや落ち着きを見せてはいるが、全国を 3.0ポイント上回

っており、依然として警戒感は根強い。そのうち、「既にマイナスの影響がある」とする愛知県

企業は 66.4％で、前回調査（66.4％）と同数。なお、『マイナスの影響がある』と見込む企業

は大都市圏では東京が 67.9％、大阪が 66.5％、東海地区では岐阜が 68.8％、三重が 73.4％、

静岡が 70.7％。 

 

2.『マイナスの影響がある』とする愛知県企業を業界別にみると、『不動産』『運輸・倉庫』がそ

れぞれ 83.3％で最多。次いで『小売』が 75.0％、『製造』が 72.2％で続く。『マイナスの影響

がある』企業を従業員別にみると、「51人～100人」「6人～20人」がぞれぞれ 72.9％で最多。

次いで「5人以下」が 69.5％、「101人～300人」が 68.3％。 

 

特別企画：第 22 回 新型コロナウイルス感染症に対する愛知県企業の意識調査 

｢マイナスの影響がある｣69％、2カ月連続で減少 

～先行き警戒感根強く、全国を 3.0 ポイント上回る～ 

減産で警戒感再度強まる ～ 
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1.「業績にマイナス」を見込む企業は 69.6％、2 カ月連続で減少 

 

新型コロナウイルス感染症による自社の業績への影響で、『マイナスの影響がある』（「既にマ

イナスの影響がある」と「今後マイナスの影響があ

る」の合計）と見込む愛知県企業は 69.6％（全国は

66.6％）で前回調査（72.0％）から 2.4ポイント減と

なり、2カ月連続で減少となった。愛知県は 4カ月ぶ

りの 6 割台とやや落ち着きを見せてはいるが、全国

を 3.0 ポイント上回り、半導体不足などへの懸念も

あり、警戒感は根強い。そのうち、「既にマイナスの

影響がある」とする愛知県企業は 66.4％で、前回調

査（66.4％）と同数。なお、『マイナスの影響がある』

と見込む企業は大都市圏では東京が 67.9％、大阪が

66.5％、東海地区では岐阜が 68.8％、三重が 73.4％、

静岡が 70.7％。 

企業からは「コロナの影響が収束しないことには不透明感が拭えない」（卸売）、「コロナ禍は

全世界に広がり、日本だけが減少してもグローバル展開している業界は今後も影響があると思

う」（卸売）などの声があった。 

 

2. 業績への「マイナスの影響」、「不動産」「運輸・倉庫」が最多 

 

『マイナスの影響がある』とする愛知県企業を業

界別にみると、『不動産』『運輸・倉庫』がそれぞれ

83.3％で最多となった。次いで『小売』が 75.0％、

『製造』が 72.2％で続く。 

『マイナスの影響がある』企業を従業員別にみる

と、「51人～100人」「6人～20人」がそれぞれ 72.9％

で最多。次いで「5人以下」が 69.5％、「101人～300

人」が 68.3％。 
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【内容に関する問い合わせ先】  

株式会社帝国データバンク 名古屋支店 担当:中森、稲熊（080-7002-4458） 

TEL 052-561-4846  FAX 052-586-5774 

 

グラフ1 新型コロナウイルス感染症による業績への影響

プラスの影響がある

4.1％

影響はない

22.2％

マイナスの影響がある

69.6％

分からない

4.1％

注1：母数は、有効回答企業681社

既にマイナス

66.4％

今後マイナス

3.2％

注2：小数点以下第2位を四捨五入しているため、

合計は必ずしも100とはならない

表1 『マイナスの影響がある』割合～ 業界別 ～
（％）

既に
マイナス

今後
マイナス

1 不動産 83.3 83.3 0.0
2 運輸・ 倉庫 83.3 79.2 4.2
3 小売 75.0 75.0 0.0
4 製造 72.2 70.4 1.9
5 建設 67.4 59.3 8.1
6 卸売 65.4 62.7 2.7
7 サービス 64.2 60.0 4.2

マイナスの
影響がある

順
位

業界


